
２００９年度  市民フォーラム 
－食料確保 と 食品の安全確保  報告 

 
 2009 年６月 12 日（金）13：30 より、東京工業大学大岡山キャンパスにおいて、産業・

化学機械と安全部門の 2009 年度市民フォーラム「食料確保と食品の安全確保」が開催され

た。当日は、講師の先生方を含めて 23 名（うち、８名が学生および院生）の参加をいただ

いた。 
 まず、食料自給率が 40％の我が国においては、食料を安定的に供給していくことが非常

に重要である。しかし、最近のバイオ燃料への穀物利用などに加え、品目によっては主要

生産地の凶作も重なって食品価格が高騰し，自国内の食糧確保に向けた輸出規制などの動

きが出ている。その一方で国内では、毒物混入や偽装問題など，食の安全を脅かす様々な

問題が毎日のように新聞・ニュースをにぎわしている。そこで、安全な食料を安定的に確

保するとともに、食品の安全を確保していくために何が必要か、産学官それぞれの視点か

ら分かりやすくお話いただくこととした。我が国の農業を含めた食料の確保，食品の安全

な管理流通システム，信頼できる食の安全情報の提供のあり方といったことを，参加の方々

と共に考える場としたいと考えて開催した。 
 和田部門長の挨拶に引き続いて、以下の３件の講演をお願いした。 
１．我が国の農業と食料安全保障 
    郡 健次 氏（農林水産省  食料安全保障課  食料安全保障担当専門官） 
 自給率等国内の食料事情、海外の食料事情の変化、これらを踏まえた国内農業の今後の

方向、そして不測時の安全保障など、国としての視点から幅広くお話いただいた。さらに

質疑では、食育への取組み、米や麦などの需要の喚起などに繋がる技術開発が重要な課題

であるとされた。 
２．生鮮農畜生産物が農場から食卓に届くまでの課題 
  大木  茂 氏（麻布大学  獣医学部  教授) 
 食品偽装など過去の様々な事件等について解説いただいた後、生協の「産直事業」など

の研究成果を踏まえ、安全な食品を供給するために必要な管理流通システム、安心や信頼

に繋がる安全情報の提供のあり方についてお話いただいた。さらに、食に対するより積極

的な関心、学習と理解などが、消費者の課題であるとされた。 
３．食料輸入に対する安全対策 
  伊藤 澄夫 氏（三栄源エフ・エフ・アイ(株)) 
 安全や購入時の選択などに対する消費者の意識に始まり、食品添加物の安全性、輸入食

品に対する監視の仕組みや監視状況などについてお話いただいた。さらに、不安等の情報

に対して説得力のある反論をしっかり行なうなど、消費者の安心に繋がる情報提供が重要

とされた。 
  



 どの講演も単に機械技術の紹介や課題の列挙のみに留まることなく、過去の事件や事故

の解説から消費者意識、選択行動に至るまで、機械開発分野の我々には新鮮かつ示唆に富

んだ深い内容であり、それぞれ 40 分程度の持ち時間では不足気味であった。 
 最後に、司会の笠井先生より、今回の公演内容を各自持ち帰り、今後にお役立てくださ

い、とのあいさつで締めくくっていただいた。 
 

 


